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1． はじめに

近年高等教育機関でものづくりが大きく取り上げられるようになった。ものづくり白書ではものづくり教育の重要性を次のように述べている。大学の理工系学部においてはハウツーを教える知識伝達型の授業に加え、学生の主体的なものづくり教育を重視し、何をどうつくるかという創造的な作業に取り組むことができる人材養成を行う必要性が高まっている（１）。各大学等の特色ある優れた取り組みに対して、ものづくりを支える人材を養成する機能を強化する必要がある（２）。
大学教育が実際の社会ではあまり役立たないといわれて久しい。日本とヨーロッパ諸国（11カ国）の、大学で獲得した知識・技能を、社会に出てからどのくらい活用しているかの比較調査（３）によると、日本では「大学で学んだ知識・技能を頻繁に使っている、かなり使っている」を合わせて25％であるが、ヨーロッパ諸国ではその割合が５割を超えている。日本の大学では実務を教育する割合がヨーロッパ諸国に比較して少ないことを示している。ものづくり白書で述べていることは、大学においても知識伝達型の従来の教育に加えて具体的なものづくり教育が必要であるということである。ここではものづくり教育の現状を概観し、その目的について検討する。
2． ものづくりをめぐる教育界の動向

２．１　高等学校

ものづくり教育を理科教育まで範囲を広げると、高等学校では「スーパーサイエンスハイスクール」および「目指せスペシャリスト」の二つ（４）が取り組まれている。これらは若者の理科離れを食い止める施策の一つである。
（１）スーパーサイエンスハイスクール
平成14年度から取り組まれ、主として普通高校対象である。科学技術、理科、数学教育を重点的に行う学校をスーパーサイエンスハイスクールに指定し、将来の国際的な科学技術系人材を育成するとしていることから、理
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科系の一部のエリートを作り上げるのがその目的のように思われる。論理的思考力、創造性や独創性等を高めるための教育で平成18年度には全国で80校が指定された。
（２）目指せスペシャリスト（スーパー専門高校）

工業高校や農業高校などの職業高校を対象とした試みで平成15年度から始まっている。バイオテクノロジーやメカトロニクスなど先端的な技術・技能等を取り入れた

教育や伝統的な産業に関する教育を行っている高校を指定し、技能の修得法や技術の開発法などを推進し将来のスペシャリストを育成する。ともすると職業高校へは成績の偏差値でふるい分けられて入学してくるきらいがあるが、この試みは工業高校や農業高校に希望の光をあたえるものである。平成17年度までに33校が指定されている。
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